
 

 

 

 

 

 

 

 

報道関係者 各位 

 

日本で最も発生している労働災害を防ぐために！ 

「行動災害防止スキルアップセミナー」を開催 
 

近年、労働災害、特に、日常生活でも発生しうる転倒や腰痛などの労働災害が増

加しています。笠岡労働基準監督署管内の労働災害の 44％（令和 6 年値）が行動

災害※です。（※ 行動災害：転倒や腰痛などの労働者の作業行動に起因する災害） 

高齢化の進展、産業構造の変化、人手不足、働き方の多様化などを背景として行

動災害の増加が続いており、これに歯止めをかけることが大きな課題となっていま

す。そのため、行動災害防止対策のさらなる推進を図るために、下記のとおり専門

家を招いてセミナーを開催することといたしました。  

 

記 

 

１ 開催日時 

① 令和 7 年 5 月 29 日（木） 13:30～（開場 13:00） 

② 令和 7 年 6 月 25 日（水） 13:30～（開場 13:00） 

 

２ 開催場所 

① 井原市民会館（井原市井原町 311-1） 

② 笠岡市民会館（笠岡市六番町 1-10） 

 

３ 内容（2 日とも内容は同じです）  

（1）  行政説明 

行動災害対策、政策の動向、法改正（熱中症対策強化など）  

（2）  特別講演 

JFE スチール株式会社西日本製鉄所（倉敷地区）  

安全健康室ヘルスサポートセンター  乍 智之氏 

 

 

 

３ 取材について 

  取材を希望される場合は事前に担当までご連絡ください。 

（担当）笠岡労働基準監督署 監督・安衛課長 池田（TEL：0865-62-4196） 

笠岡労働基準監督署発表 
令和 7 年 5 月 22 日 

【照会先】 
笠岡労働基準監督署 
監督・安衛課長  池田 悠佑 

（電話）0865-62-4196 

Press Release 笠岡労働基準監督署 

体力測定と運動の義務付けによる組織的な体力増進の取組により、高年齢化の進む労働者の体力低下を防ぎ、

事業場内の転倒・腰痛災害を大幅に減少。厚生労働省の「人生 100 年時代に向けた高年齢労働者の安全と健康

に関する有識者会議」の構成員として参画。厚生労働省 SAFE アワード（ゴールド賞）など受賞多数。 


